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第 151 回微小光学研究会 

スポーツ・生体情報と微小光学 
～微小光学による人体運動の可視化・スポーツの活性化～ 

近年，様々なスポーツの世界において光学技術の存在感が着実に高まってきている．たとえば，ヒトの動作やボ

ールの軌跡を正確に把握する技術，競技場での臨場感を演出する技術，あるいはモータースポーツにおける太陽電

池技術など，重要な役割を果たしている光学技術は枚挙にいとまがな

い．2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて様々な研

究開発が加速する中，本研究会では，人体運動の可視化やスポーツに

関わる微小光学技術・画像技術を俯瞰し，それらが私たちのどのよう

な価値や楽しさにつながっていくのかを展望する． 

 

日時： 2019 年 2 月 28 日(木) 
会場： 工学院大学 28 階 第 1＆第 2 会議室 
 〒163-8677 東京都新宿区西新宿 1 丁目 24 番 2 号 
 https://www.kogakuin.ac.jp/facilities/campus/shinjuku/access.html 

交通： JR「新宿駅」下車、西口より徒歩 5 分 
 京王線、小田急線、地下鉄各線「新宿駅」下車、徒歩 5 分 
    都営大江戸線「都庁前駅」下車、徒歩 3 分 

 
プログラム 

10:00-10:10 開会の挨拶  

10:10-10:40 動的対象の追従的画像計測によるダイナミックビジョンシステム 

末石 智大 (東大) 

10:40-11:10 リアルタイム多視点映像提示による視覚フィードバック方式（仮） 

北原 格 (筑波大) 

11:10-11:40 工学院大学ソーラーカーの世界大会への挑戦 ～太陽電池システムの最適化～ 

濱根 洋人 (工学院大) 

11:40-13:10 ＜昼食休憩＞ 

13:10-13:40 超高臨場感通信技術"Kirari!"における 3D 映像音響の取り組み 

高田 英明 (ＮＴＴ) 

13:40-14:10 大型映像表示装置“オーロラビジョン”の最新技術とシステムの動向（仮) 

麻生 英樹 (三菱電機) 

14:10-14:40 サッカースタジアム観戦を活性化する 5G 光・無線融合技術 

村田 博司 (三重大) 

14:40-15:10 ＜休憩＞ 

15:10-15:40 電気光学ポリマーによる光フェーズドアレー 

三浦 雅人 (NHK 技研) 

15:40-16:10 液体金属を利用したストレッチャブルエレクトロニクス（仮） 

太田 裕貴 (横浜国大) 

16:10-16:40 ヘテロコア光ファイバを用いた身体動作情報計測システム 

小山 勇也 (創価大) 

16:40-16:50 閉会の挨拶 
 
 
参加費： 一般 5,000 円，学生・シニア 2,000 円(消費税込．資料代含む．当日ご持参ください) 
参加申込： 不要(直接会場にお越し下さい) 
担当委員： 山口(工学院大)，杉原(宇都宮大)，高(産総研)，坂井(リコー)，井藤(NTT) 
問合せ先： NTT 先端集積デバイス研究所 井藤幹隆  Tel:046-240-2848  Fax: 046-270-2331 
 E-mail: itoh.mikitaka■lab.ntt.co.jp (■を@に変えてください．) 
微小光学研究会： 代表： 伊賀健一         副代表： 後藤顕也 

運営委員長： 中島啓幾 運営副委員長： 波多腰玄一 
 実行委員長： 横森清  実行副委員長： 宮本智之 
プログラムは，微小光学研究会ホームページ http://www.comemoc.com/ でもご覧になれます． 
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